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5. 1平成23年度大学高度化推進経費 社会貢献・産学連携推進プログラム取り組みの概要

かつて石炭を産出して日本のエネルギーを供給していた端島、高島、池島は、最盛

期からはほとんど人口が減少し、過疎の島である。長崎県内からのエネルギー創出は

かつては産炭地であったことを除いては水力など資源に乏しい環境であるが、その一

方で、雲仙島原における地熱・温泉熱エネルギー、海に固まれた海洋県であることに

よる潮汐・潮流・波カエネルギー、風況に比較的恵まれた洋上離島における風力エネ

ルギー、決して広くない県面積ながら全国4位の導入実績を持つ太陽光エネルギー、

対馬など豊かな木質資源などによるバイオマスエネルギ一、など様々な再生可能エネ

ルギー資源を豊かに有しているロ

一方、全国一の数を有し、県面積の4割を占める離島部においては、エネルギーと流

通のコスト高から産業・雇用の点でハンディキャップが多く、人口減少の大きな要因と

なっているロそこで、こうした再生可能エネルギー資源を積極的に活用することで離島

におけるエネルギー問題を解決することは非常に大きな意義がある。首都機能の分散を

はじめとして日本全体の社会システムの再構築が求められる中、上記のエネルギー分散

化の試みは、パイロット試験的な役割を果たすものである。環境にやさしい社会を実現

するために、供給面では自然エネルギーの利用拡大、地域のエネルギー資源の有効活用、

需要面では省エネ化の推進、低炭素化、効率化、ムダの再検討する。このように本プロ

ジェクトは先導的案実証実験となりうるものである。
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資料5-1再生可能エネルギーの坦産地消プロジェクト

~ 池島開発に関する視集結果(メガソラー発電所立地提掛 ~ 

再生可.1阜ルギーの地庫地調プロジ>:~ト

四 池島開発に闘する視察結果{メガソラ一発電所立地提裏〕 四

1 現匁

池島は長崎市神浦町の育方海上官mに位置し、東西1.5km、南北 1km、周囲品m、面積

O.9km.lI、開ヘタタ}ル、田万E 曹の島である(園 1).1952年から池島炭鉱として開発、

19四年に営業出炭、回01年までに 2.0百万トンを採炭した.海外線との価格差、硫黄含

有量が多いことから閉山されたと言われている.

概要を述べると、

U2田1年に完全閉山、 1942年から出炭、直径6mの深さe叩mの竪坑 4本.

a水平海底坑道4km、最先蟻畑炭坑技術を跨った.

a最盛期 8000人が居住、現在S田入、アパートは殆ど使われていない.

<)産業廃棄物処理事業会社泡島ア~号ンマイン6掛の従業員宿舎に利用.

a祖業施設も無く、三井松島産業が三井松島3ーソーシーズ樵で池島施設の管理と観光事

業を展開.田0人JJI程度の観光客を受け入れている.

@田咽万m'のポタを捨てた判事岸温め立て地があり、約 90，田Om'の平地がある.写真ー1の

ポタの埋め立て区域を示す.

池島アーバンマイン闘は三井松島産業(8明Qと装置を輸入した網メッツコーポレーション

(2"，，)の比率で墨田7年2月1日に役立されている.池島の雇用促進の寄与を含めた自動車

のシュレッダーダストの炭化処理とニッケルを含む金属廃棄物を電気炉で再溶融してニッ

クル令金を製造飯兜をしている. 

• 
面』・

正tm .，，:!l 

' a 

図 1 池島

泡.

池a・m・03
B 得倉

文平 1ma色凪中 泡.周 -

也幽C2012ZEN則
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写真一1 ボタの海岸埋め立ての跡地

資源としては、既に限界があり、三井松島リソーシーズ株で不必要な施設を撤去する作

業が継続して実施されていた。以前竪坑施設を無重力実験施設という計画もあったが、北

海道に設置され、以来、新たな計画は殆ど起案されていない.

池島全島田

図-2 池島全島図(池島アーパンマイン闘の事業概要より)

図-2は池島の全島図で、池島アーパンマイン闘のプラントの設置個所、住宅跡地、炭鉱

跡地、港湾施設、上部の埋め立て地が写真一1のポタ捨て場である。この面積は、概ね90，OOOm2

と言われている。観光施設としては、宿泊施設も用意されており、また底舗も 2軒、港の

近くとアパート群の集会所に設置されているが、生鮮野菜を含めて外海町から運ばれて来

ているものが売られている。
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庖舗を生業にしている島民はいない模様であった。住民はアーパンマインの従業員と年金

生活者の模様で、古くから生活している住宅が沢沿いにあり、当時の飲み屋街、パチンコ

屋などの廃嘘も存在していた。現状では、観光客が来島してもお金を落とす仕組みも無く、

観光資源としても限界を感じたロ

池島アーバンマイン側は三井松島産業の営業報告書からは、まだ装置の安定的稼働がさ

れておらず、毎年赤字を計上している。親会社の自社開発の海外炭の利益から連結で赤字

を相殺している状況でもある。有望なのは鉄・ニッケノレ合金を製造している分野で、石油

精製に使われる触媒、あるいはメッキ工場の廃棄スラッジを原料にして、合金として回収

しているが、副産物として産出しているカルシワムアルミネートが良い単価で販売される

と、同行した有限会社大和産業梅本代表の話であった。産業廃棄物は、景気に左右される

産業でもあり、原料の安定確保が経営を左右する。しかし、内需産業として廃棄物処理経

費、原料や製品の運搬、リサイクル品の販売と産業連関効呆は高い分野でもある。海上輸

送のことも考慮すると、廃棄物のストックヤードなどの規制など、環境省の廃棄物処理に

関する環境規制を緩和する措置等の支援策を必要と思われた。

2.開発提案

開発提案は池島の立地条件を加味して、いかに定住を増やすか、現在の経営資源を生か

すかを前提に考えてみたい。提案に関して、あくまで一日の視察であり、天候に恵まれて

いたこと、自然環境的変動については聞き取り範囲であること等を加味して読んで戴きた

し、。

(1)メガソラー施股の暢致〈再生エネルギー事業総略センター〉

ボタ捨て場は、周囲護岸工事がされており、概算 90，OOOm2の敷地面積がある。一部、ボ

タが海に流出している箇所もあると聴いているが、土地保有者は三井松島産業側と長崎市

である模様で、土地所有面からの課題は少ない。ここに、太陽光発電施設、メガソラー施

設を設置したら良いかと思えた。風が強く波の飛沫などで、太陽光パネルの汚れなどによ

る発電効率の低下などを考慮しなくてはならないが、日陰となる障害物も少なく、日照は

十分とれる立地条件であり、また付帯施設も炭鉱当時のアパートに設置可能であり、港湾

からも近いので、投資環境が整えばメガソラ一発電は可能と考えられた。
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概算すると、

・1kw当たりの太陽光発電装置の設置面積は 20m2とする。

-太陽光発電装置の設置費込み値段は、表 2に示すメーカーがあるが、概ね 1kw当た

り、 345，000円から 467，000円程度である。

表-2 各メーカーの設置費込みの値段比較(側エコスタイルの HPより)

メーカー 性 能w 発電方法 値段11kw円

パナソエック HlT230 230 単結晶 450，000 

東芝 spr-240NE 240 単結晶 467，000 

τ'rinasolar 210 単結晶 345，000 

ニ菱電機 190 多結晶 455，000 

Solar企otier 150 CIS薄膜 437，000 

SHARP ND-170AA 170 多結晶 425，000 

KYOCERAKJ192P 192 多結晶 415，000 

屋根に設置する値段であろうから、 400，000円11kw設置できるであろう。

90，000m2720血 2=4500kwlhとなり、年開発電可能天候 250日と仮定し、発電時間を 5時

聞と仮定すると、稼働時間は年間 1250時聞となる。

総発電量は 4500kwX1250時間=5，625，000kwl年となる。

今回の法改Eで再生可能エネルギー電力の買い取り価格は 40円/kwと予想すると、年間の

売電価格は 225百万円と計算される。

総事業費は 4500kwX 400，000円/kw=1，800，000，000円=18億円が投資額となる。国の補

助金は、「地域新エネルギー等導入促進事業」であり、自治体あるいは非特定営利事業者及

びその合弁に限られているが、総事業費の 1/2、あるいは 40万円/kw以下のものが対象と

なっている。従って、長崎市や非営利組織を立ち上げれば、 1/2の補助、今回の計算では 9

億円の補助が得られる。 9億円であれば、年間売電 225百万であれば 4年で、投資額は回

収可能である。管理人件費、清掃、メンテナンスなどの費用に例えば 100百万円掛かると

すると、年間利益 125百万と試算すると、事業採算性は高くなると想定できる。きちんと

事業計画は立てねばならないが、無理と思える数字ではない。

補助金の対象には、廃棄物埋め立て地など中々上面の土地を利活用しにくい場所でのメ

ガソラー設置を優遇している。ボタ地は優遇されるには適切な場所であろう。旧炭鉱跡地

で本士左の電力ケープルは繋がっているだろうし、メガクラスの電力を送電できるケーブ

ルとも思える。新たなインフラ整備は必要ないことから、有力な振興手段となるであろう。
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新技術の活用であれば、一部工学研究科の成呆を活用する実験施設を設けても良いだろ

う。太陽光発電は直流、交流に変換しないで、直流で送電可能になれば送電ロスも少なく

なる。我が国の家電製品は交流で受電して直流に変換されている。空調機も然りであり、

そこで 10%ロスをしている。また、太陽光や風力も直流で発電され、交流に変換されて送

電されている。そこでも 10%のロスをしている。合計 20%のロスをしているわけである。

NTl'は、環境未来都市構想で、帯広と山形で直流送電システムのフィージピリティ・スタ

ディ (FS)を受託している。また、韓国では直流対応の家電製品の販売も始めているよう

である。送電先の検討は必要ではあるが、直流送電実験施設なども、離島の多い長崎県で

は有効ではないだろうか。もちろん、新しい太陽光発電について、化学工学の分野でトラ

イすることも可能である。付属実験施設ができれば、学生の宿泊施設も整っているし、実

験室も使おうと思えば沢山ある。離島での実証社会実験も提案可能である。

池島は以前、三菱重工製の 600kwlhの風力発電が設置されていたが、現在は撤去されて

いる。ボタ捨て場護岸の補強を含めて、洋上発電を検討したらどうかと思う。池島周辺の

水深は深く、海底設置型の風力発電にはコストも掛かるであろう。浮体式の発電の検討が

必要であるが、現在造船メーカーでも開発が進められている。

浮体式であれば、コンクリート製函体で浮体を作ればメンテナンスコストも低減可能で

ある。近年、高強度繊維コンクリートも開発されているので、浮体函体も製造しやすいで

あろう。離島という環境を考慮すれば、コンクリートは現場製造も可能なので、鉄製より

は容易に躯体を製造できる。

以上、長崎大学の研究資源を使っても、池島を再生可能エネルギー先導工学研究センタ

ーの実験モデル地区として活用できるのではないだろうか。長崎大学は機械・重電・化学・

構造と新しい工学に総合的に取り組む研究・経営資源を保有している。メガソーラーとい

う事業主体を軸に、事業と工学との密接な関連がとれ、研究開発ニーズも事業の技術課題

から容易に発掘でき、それが事業成績に反映されるという成長のスパイラルも生まれるだ

ろう。そして、研究渚聞の壁もとれてくる。事業という目に見える目標があるからである。
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纏めると、

①ボタ捨て場はメガソラー建設地に適切で「地域新エネルギー導入促進事業」の公募状況

に最適な立地条件を有している。

②直流発電であるので、直流送電システムや直流電力の利活用システムを組み合せば「環

境未来都市構想」にも適用可能で、交流に比べて 20%のエネルギーロスを軽減できる。

③直流送電、直流家電など研究開発要素も高く、産業界への応用展開も我が国ではまだ普

及していない。長崎大学で先進的に取り組めば、環境未来都市に向けた産業基盤が形成

されやすい。地域貢献になる。

④離島のボタ捨て場護岸は、洋上風力発電にも最適である。浮体式コンクリートで洋上発

電施設を作れば、メンテナンスフリーの施設に成り得る。

⑤池島を事例に離島炭鉱跡地を再生エネルギー促進エリアとして再生。

同じようなボタの捨て埋立地は長崎県には長崎市の高島、他に松島が存在する。特に高

島は長崎市の市有地になっているo 長崎大学・長崎市などとの産学連携体制を構築できれ

ば、補助金などの獲得にも有利になる。金子誠二氏は、バイオエタノール事業で環境省と

は太いパイプを持たれているので、事業主体が出来れば補助に対する環境省へのヒヤリン

グも可能ということである。

(2 )地中熟活用センター

池島は 2001年まで炭鉱として操業された海底炭鉱の施設が沢山残存している。観光施設

としての役割が終了すれば、逐次閉鎖されていくと聴いているロ直径6皿、深さ 600mの立坑

もあり、坑道も長い。現在は水没しているとも聴いた。

さて、この水没炭鉱跡地は水温も一定であろうし、地中熱で温度が外界よりも高いかも

しれない。ここに最新のヒートポンプを設置し、熱を回収したら新しい農業施設が誘致可

能である。温室栽培は近年の石油高騰により、採算が悪化している一方であるし、夏場の

冷房も必要な場合があり、植物工場も葉物に限定された栽培がされている。要は温室の冷

暖房に地中熱を活用、農業におけるCO，も輩出を削減した「環境未来農業」が実現するだろ

フ。

例えば、付加価値が高いが燃料コストが掛かるマンゴーなどの熱帯系の呆物、夏場はシ

ョートケーキのイチゴが無くなる。冷温栽培イチゴも夏場に供給出来る。このような果物

が生産されれば、観光農園としても来訪者が増えるだろう。
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従業員宿舎として利用されていたアパート群を LED照明と併用すれば、植物工場に展開で

きるかもしれない。

イチゴやジャガイモはウイルスフリーの苗が必要になる。隔離した環境で苗生産がされ

ている。近年では組織培養で原苗が作られているが、この培養施設も温度管理が重要にな

る。育苗センターとしても、地中熱利用施設が活用されるであろう。課題は、熱の輸送で

あるが、蓄熱素材も開発されているので、蓄熱材を輸送して、各温室で排熱する方法もと

れるだろう。

海水が温められれば、独立栄養系のポツリオコッカスなどの炭化水素を輩出する微細藻

類の大量培養にも適地となる。概ね、炭化水素がとれるまで 1か月以上の培養が必要とさ

れているが、池島のボタ捨て場のような光が十分入る環境、営業源としてC02は必要にはな

るが、池島アーバンマインの炭を補助燃料に活用できればCO2も確保できる。燃料を分離し

た残澄は、植物工場の液体肥料原料にも使えるであろう。

今回は地中熱について着目して、考えられる応用範囲を記載したが、長崎大学工学研究

科の研究資源を活用すれば、地中熱の取り出し方法、新たなヒートポンプの開発、蓄熱材

の開発、排熱方法、農業施設の計画、地産地消での液体肥料の製造、そして燃料特性の解

析など、新たな研究者の横のつながりもできるであろう。

3.終わりに

考えられる池島再開発の項目について整理してみた。技術開発要素も列記してみた。主

に、産業化、集客化の視点で整理したが、当然開発資金は必要になる。メガソラーが一番

有望ではあるが、地中熱の利用も考えようでは面白い領域になろう。いずれにしろ、補助

金が必要になるので、「地域新エネルギー導入促進事業Jr環境未来都市構想j に向けた協

議会組織が重要にもなろうし、事業資金を調達する事業構想立案組織も必要になる。 2012

年度その組織の立ち上げ、検討委員会の設立がされればと思う。
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大学高度化推進経費社会貢献・産学連携推進プログラム併画調書

守陣式21

大学筒fll'化推進経費 社会貢献 ・商学連悦排酢フログラム 計画調書

盤盟主ーーエ主笠霊旦

'"峰.""
区分 l盟些1----2

知的府盤

ザログラム代費者氏名 百 怯 降.' 所属学問埠 ・職名
工学研究科

研究仲良

工竿研究科噌松岡i't，'(情、出 、，1，下敏虚(電気L 中村虫ニ{社風). </長"'千骨

(情遭).多凶傘11時{社環)、才本砂1;1;I倫l船、<>怯 l怖(社鴎)、;ff宇崎 IU
環).回連芳三 11ヒ拘). rl山町盛{情開J‘問中世帯{喧気). ui師恨-m¥(化

プログラム但当官氏名 物}、下本陽 (機憾)、 山口朝彦 {峰械} 杉本知~ (比療}、 安武敏.. I鍋
;!i)、 111水車 ・牧野高司， .雄副柑介(インアヲ民蝉命化センター}

環境科学部・杉"，卯一‘高尾隆三

鈴木高安 田崎県底積労働部 ・底知監}、困問車司 l長崎"r地蟻阪興標 ."畏)

プロ グラ ム 名 再生可能エオゅギー由地震地i肖プロジzクト

径費 使用内訳 {千円 ]

勾さ 度 (千円)置描備品野 事象般道官署 続'It 制金，. その他

経 習を
車庫:!3tド度 .2.000 。 .. 000 500 "00 "'0 

桂樹陥品世の明掃{千円} 事業惟迦慢 の 明祖 f千円j

品名・仕様f鞍量X単価} 金 額 羽区 tj{ 金 領

凪h発電‘ k崎J/.担電車自の政躍と事 I.OOtJ 
"県般を'鼻血Eするた的の打合せ、調在

研究、 1間性品噂の臨腎

旅 寄 3事 の 切1 相 (千1'0
間内肺 普 外国椋費 剖f金持 その他

事 月庭 合 額 弓厚 項 金積 事 項 イ陸 綜1 事 'JI 1/> .. 
拠地拠務 Joo 資料提供'It 400 会継州悩貨 100 
調盗j7;'If 1.回}

外側術賞 苫00
菅柑開時

費
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事業目的{(l)!l'JOI計酬との関係I也F取り組みの蹴要 窃取り組み例社会的郊凪 ⑥評価i事制等)

曲 中期目十両どのF;I係
中期日悔の 2 (2) の句~4 triで、 fγ相停f.l， li1究f事専攻などの教育研究級殺の枠を鑓え

て僻究者を糾合し。学1際的研究組織を像鋭的ι梢築して 特定分野のプ也ジェク 1.'"犯を挺進す

る.Jと植われている.本プロνエタ トは従来の争m・学併の較市税制織の怜を笛えたの研先哲|

を糾合したもの e 工学研究件のイ μ アラ処寿命化センタ の蛾務殺員が中心と伝って新たに学

際的研究組燥を情答Lたものである，

中期目聞の 3 (けの第2項で、 f自治作，の地域人材育成協定の務総や共同プロジェクト岡

実施 地場人付育成のための外的資金への共同応募とその目量得を"じて 崎県の要舗の;"い専門

伎併管の集成を支彼寸 る.j <捕われている.工竿研究特イ :/7ヲ長寿命化セ J ターは、長崎県|

と連自慢して 科学伐材7阪興湖盤費の地駿t厚生事業に採択され1と『観光ナガサキを支えるil!守集成|

ユユy 卜lの'"集を運営 し、 地織の車問技術者を集成し j: It， t色峨伎民~インアラ範絞の維持|

管鍾を嘗援司ると>もに、陣励を含め県内のイ yフラ施設の維持管鍾に努めている.

@ 取りお1みの慨~
かつて石炭を礎出して日本のエネルギ}を供給していた織品、向島池島は、食盛期からはほ

とんど人口が減少し、過疎の島であるe長崎県内からのエネルギー創出はかつ亡は産阪地でゐっ

たこと を除いてはホノ3など貨調誌に乏しい原皮であるが，その一方で笥仙励原におげる地然，.

泉燃エネルギー渇に閉まれ危機洋県であることによる綱汐ー糊能成カエネルギー臥況にJtl
較的思まれた枠よ隙g，における風力Zネルギ-，iたして広〈ない県高1稽々がら全国4位の場入実|

績を持つ太助光エネルギ 対鴨など豊かな木質資慌たどによるパィオマスエネルギー など|

様々な再生可能エネルギ資源を豊カ "街Lている

方.金図ーのS設を有し.除面積の4捌を占める脱届郎iニおいては ヱホルギーと流通のヨス

ト;栴から産第庖附の点守ハンヂィキヤ γプが多く，入1:1減少の大きな要凶とfぷうている そ二

で. .二うした再生可飽エネルギ 資源を般観的{二商用寸ることで同鹿島におけるエネルギ}附砲を

解決するニとは非常に大さな怠凝がある首都機能の分般をは仁めと Lてn寸;;:j主体の性会yステ

ムの予耳慣司自が"'められる中、上記のヱネルギ一分倣化の飲みはパイロット試験的な役割を果た|

すむのである.環境1:.やさし， '社会を実裂するために、 供給置では自然エネル苧 の利111拡大

地埼棄のエネルギー資臓の荷効活用、調書菱自自では省エネ化の撤退 低炭素化 効率化v ムダの再検|

宮村る。このよコにみプロジェク トは先導的案実証実験 >1.なりフるむのである.

③ 取り組みの社会的効'"

r、、~そしてこれから 何本がなすペきこと、長附が‘ できる ふと 司べきことJ1志、 “災

省に強いH “環境にIfLい"地唆づ〈りモデルを提供することである.

今回の殿山本大震災を鑑みると、災";Iiに強い社会づくりの礎裂が長lIi要であるこ主は輸を待た

なし%さらに 植泌総ー原子力発忽所の事故は わが固さらには1住界の飽力供縮政策特に卵チ力

発電に大きな課題を娩しι しかし fll本経演のためには電力をト分に供給寸る必要があり

そのためiこは原子力党電は不可欠である.ましてや50年前 さらには明治、江戸時代へは笹原|

りはできない.Jとめ耐に これまでの電力供給政策は不変守あるように感じる ''''たレて本|

当だろうか。2内崎克人氏も=ラジオでそう指しておられた.

'I!在提崎県では豆島地域"εV'PI-IVを1<)0省隙模で噂入した長崎εV&ITSプロジョιタ

トが進的られているが 震災の膨響から原発脱却節句I::;ö~aねれる中 単なる EVの魂入管及出

υではrょく ムネルキ'-:/̂ デムの革新1.ども同時に目指1ている当絞プUヅ zタトは絶好の迎

権対象と考九られる.

面評価体制:0

三本フロジェク トの被選には 長崎県や熊崎市などの日治体どの通燐が不可欠である.雄、プロジ|

手ク tの偶成員は、長崎県盗難労働部政策監の鈴木高宏氏を中心として寂立された『長崎口S碍到
会j のメ yパーであり 、長崎県の五島におiずる.liV&.fTS可作業の推進に協力しているM

本フロジョ区タ?の:f.価(宇都市は この~1J学から成る f長崎ITS研究会J 、依領することを割画し

ているa

事申請書，..踊函印刷するζと.

2 
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取り組みの:悠抱E十副ヌili雀{具体的に'"入すること.) 

島iこ小規分隊化が可能なlf.h鐙竜 太絹エネルギー 厳Jl苑地*，JJ:J強調E、"力発徳、 .. 然多"底、バ

イオマス、パイオE崎将などの完全再生可能エネルギー供給の本プロγ 皐クト会実現寸るために、長崎県

|引を餅帥どの自給体制じめ三愛車工をはじめとする眠のエネルギー融界時服トプりそ

ーシヨン惰鋤を実泊する.

これらの完全再生可能エネルギ の各発電舗値段の高い業規可飽性が. ，ドプロジョιタトのドライゲイン

グ・フ ォ -，えとなる.Lたがって 上積己完電施nの建綬3 ス九発電砲力 選"'コスト、 実現可能性に

ついて緋畑に制攻研究会温める.さらに プロジs クトの東地場所~健供レてもらうため、長崎県 長

岡市と交渉するとともに 喧伝貨を含めた資金制退活動を実施する.

本プロジ，タトの級終的な偽足.¥iま 下図に示..ょうた環境衛ヱネルギー附ifプU γェタト~中心 と

した「長崎燃のECOアイヲン円借忠j であり その偶邸の下に"災省に強い枇会づ〈り "と M tCl!克にやさ

しい社会.~情模するという大きな社会yステ ムの変厳にもことにある. ，ドプロジs クトでは fやれる

二とから災施するj ということを念頭に置い て まず、良崎県、長崎，11、地元建股業界との運機協Jlを

行うとともに 三変重工業の支鑓の下に肱Jl絶句太陽エ永ルギー電池の3縮舘に特化して 「再生可

飽エネルギーの2也極地消プロジェクトJ~実施する.

ECOアイランド観忽 細目嶋・繍エネルギ関連プロジZクト

..a・，.扇面印刷すること.

3 


